2004年年頭のご挨拶
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明けましておめでとうございます。本日はご多用中のところ、私どもVECの新年賀詞交歓会にご来場いただきまして、有難うございます。とりわけ、経済産業省の真鍋隆化学課長様始め皆々様にはご出席いただき、厚くお礼申し上げます。

新年に当たりまして、昨年一年を振り返りますとともに、業界としての今年の展望などについて所感を述べさせていただき、ご挨拶に代えたいと存じます。

ご案内の如く、塩ビ樹脂の国内需要は、1996年度の205万トンをピークにその後減少を続け、2002年度には146万トンと、ピーク時の70%程度にまでシュリンクしてきております。2003年度には、業界各社挙げて、新市場の開発、塩ビ離れ問題の解決、需要の喚起に努力を続けた結果、国内の景気動向は今一つ迫力を欠いているにも拘らず、2003年度の国内出荷量としては、140万トン台の前半程度と、対前年比微減に止まる見込みでございます。

輸出に関しましては、2003年度には中国のアンチダンピング問題が、大きな影を落としました。私どもとしてはあくまで正常な商行為を続けているということで、極力事情説明に努めましたが、不幸なことにダンピングと裁定され、課税対象となりました。しかしながら（皮肉なことに）、中国を巡る国内外の情勢から、輸出市場の需要は旺盛であり、輸出市場価格も堅調が続いております。

こういった情勢から、2003年度の総出荷量としては、215万トン前後と、前年比微減のベースが維持できるものと考えております。

  採算面につきましては、原料ナフサの高止まり、円高基調の継続などを受けて、各社それぞれにコストダウン努力を続ける一方、会員各社ベースで需要家の皆様に価格是正をお願いし続けておりますが、残念ながらさしたる成果には結びついておらず、不採算状態が続いております。

  こういった状況に対し、業界としては内需の喚起策に努力するとともに、会員各社それぞれで、価格改定の努力や価格決定方式の正常化、需給バランス維持のための諸施策推進、などに注力してまいりました。

  価格決定方式の正常化につきましては、業界各社の努力にもかかわらず、かなりの割合でいわゆる「価格の後決め方式」が残っておりますが、今後は早期に後決め解消の方向に向かうものと考えております。あわせて、より合理性のある、価格決定の方式めいたものを、他のプラスチック業界の例などを参考にしつつ、よく検討し、可能なところから取り入れていくべきでないかと思っております。

  需給バランスにつきましては、ここ数年間のアライアンス、および各社独自の合理化の推進の結果、生産能力は漸減してきており、さらに会員各社それぞれの方針により、需要にマッチした生産の在り方が検討され、実施されてきており、現状のバランスとしては、いわゆる「ウエルバランス」に近いものとなっていると考えております。今後とも、内需と輸出のバランスも考慮に入れつつ最適な生産体制を、各社毎に立案･推進して行かれるものと判断しております。

  国内需要は底堅く推移しており、海外市場も中国を中心に旺盛である上、国内のメーカー数も減少して需給バランスも締まってきている。こういった諸情勢を考えますと、現状はまだまだ「日暮れて道遠し」の感はあるものの、見ようによっては今のこの状態が、業界の体質改善へ向けての絶好のチャンスであると思います。昨年一年の経験をバネとして、早急に業界各社それぞれの立場で、体質改善の実を挙げる努力をすべきである、またそれができる、と考えている次第です。

  塩ビを巡る環境問題に関しましては、ダイオキシンとの関わりや、各種添加剤の安全問題などについての、「いわれなき風評」の被害は一時期より目立たなくなっており、慶ばしいところであります。東京大学渡辺正教授の「ダイオキシン…神話の終焉」といった本が出版され、一般市民のかたがた始め、有識者も含めてダイオキシンに関する認識を改めることに貢献されたことに見られるように、このことに関しては世の中もやっと正常に戻りつつあるのか、と感じているところであります。

  ただし、塩ビに対する「偏見」は決してなくなってはおらず、このような「風評」に乗って、一部大企業、例えば電子･電機業界、自動車業界の一部などで、いわれなく塩ビを有害物質扱いし、使用制限や使用禁止にしようとする動きが続いております。これの要因としては、私たち塩ビ関係者の社会に対する情報公開不足に加え、主として欧州における独特な規制動向と、それに対する家電･自動車業界の対応のあり方などとの関連が考えられますが、いずれにしても、大変残念なことであります。

私たちはこのような動きに対し、経済産業省のご支援をいただきながら、日本化学工業協会など関連業界と協力しつつ、グローバルな情勢を冷静に解析して、迅速かつ的確な対処を心がける一方、塩ビに関する正確な情報を社会に公開し、塩ビに対する誤解を解く活動を続けてきております。

  そういった意味もあって先般、塩ビについての事実とデータに基づいた小冊子「塩ビファクトブック2003」を発行いたしました。これは私たち塩ビ業界が1953年、「塩化ビニル協会」を設立して以来、今年で50周年を迎えることとも合わせ、もっと塩ビを社会の皆様に知っていただこう、とまとめたものでございます。本日この会場の片隅にも、少々並べておりますので、ご興味をお持ちの方は、ぜひお持ち帰りいただき、お読みいただければ幸いでございます。

  リサイクルに関しましては、マテリアルリサイクル、ケミカルリサイクルの両分野でそれぞれ確実な歩みが続けられております。

  マテリアルリサイクルにつきましては、関連製品業界におかれて着実な進展を見せております。 

  塩ビ管につきましては、全国50ヵ所を越える拠点整備が完成したほか、新しく中間処理システムの整備にとりかかり、より広範囲かつ合理的なリサイクルへ向けて更なる一歩を踏み出したところであります。また、再生塩ビ三層管が、グリーン購入の対象認定を受けることができました。

  農業用ビニルにつきましても引き続きほぼ50％のリサイクル率を維持しつつ、再生品の用途開発にも注力され、例えばリサイクル農ビを電線被覆材用として再使用する技術を確立するなど成果を挙げております。  

  塩ビ製床材につきましても、新築現場やリフォーム現場から回収された端材や余材を、床材製造各社へ持ち帰って再度床材に再使用すべくシステムを立上げ、産業廃棄物処理者としての広域再生利用指定を取得するなど、実行へ向けての第一歩を踏み出しました。

  さらに一部電機業界では、冷蔵庫の塩ビ製ドアパッキンを回収し、住宅の室内フロアリングなどの合成木材に加工使用するシステムも動き始めました。

  私たちVECでは、これら各種マテリアルリサイクルの推進に関し、関連業界に技術的支援および資金援助を続けており、資金援助額は年間数千万円に上っています。

  使用済み塩ビを化学原料として再生利用する、いわゆるケミカルリサイクルにつきましては、国およびNEDOの支援のもと、プラ処理協やJPECの協力を得て確立の努力を続けてきた高炉原料化技術が、JFEスチール（旧NKK）の手により、1年間の試験リサイクル期間を経て、いよいよ本格操業開始へ秒読み段階になりました。まことに以ってご同慶の至りであります。

  また、住友金属とタイアップして進めている、ガス化溶融炉によるケミカルリサイクルの開発も順調に推移しており、早期の事業化へ向けたワークが開始されています。

  塩ビのリサイクルにつきまして、私たちVECとしては、上記のような活動を更に強力に推し進め、結果として2008年までにリサイクル率50％を目指したいと考えております。現状および今後の努力内容を考えます時、この目標は決して簡単に達成できるものではありませんが、業界としてできる限りの資源投入も計り、目標に少しでも近づくべく努力する所存であります。

  新市場開発の最重点であります、塩ビ製窓枠および塩ビ製サイディングに関しましては、引き続きプラスチックサッシ工業会、サイディング懇話会始め関連業界と協力して、技術開発や工法開発、社会への情報提供などを進めてまいっております。塩ビサッシは地球温暖化防止のみならず、ヒートショックによる中高年者の突然死の防止や、アトピーなどの疾病の根本的な解消に役立つものとして広く周知されつつあり、最近、グリーン購入対象品としての認定も受けることができました。塩ビサイディングはモルタルなどの旧来の外壁の保護や寒冷地での凍結被害防止に実効があり、徐々に販路を拡大しつつあります。

  私たちVECは、化学工業会のメンバーとして、日本化学工業協会始め各業･協会と常日頃密接な連携を取って活動してまいりましたが、昨年は化学工業会統合の流れにそって、関連8団体の一つとして、茅場町の新オフィスに転居いたしました。今後のさらなる統合の動きについても、化学業界としての位置づけ強化、発言力強化の一助として、積極的に対処していく所存です。

  先にも延べましたが、塩ビ工業･環境協会は、1953年の「塩化ビニル協会」設立以来50年を迎えております。この50年の間、業界の発展にご尽力いただいた諸先輩の方々、またご協力いただいた、関係者の方々にあらためて深くお礼申し上げます。

  今日、塩ビ業界はいろいろな意味で大きな岐路に立っているといわざるを得ませんが、私たち業界関係者と致しましては、万難を排して事に当り、塩ビの輝かしい将来の実現を目指す決意でございます。この将来の実現のためにも、ご関係の皆様、特に経済産業省をはじめとする関係行政府の方々、JPECに代表されます関連業界の方々、塩ビをご愛用いただいているユーザー業界の方々、マスコミ関係者各位などの、これまでにも増したご支援、ご協力をお願い申し上げます。

  最後になりましたが、本日ご列席の各社の今後のますますのご発展と、ご参集の皆様の今年のますますのご健康、ご多幸を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。どうも、ご静聴ありがとうございました。

以上

